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豊川市小中学校の紹介

御油小学校
1873（明		6）	 第二大学区第四十五番御油小学校として旧本陣(鈴木氏宅　教室25坪)を借用し開校

（教科は素読・習字）						
1876（明		9）	 学び舎が木村氏宅(教室44坪)へ移転　遊歩場設置その後校舎ができるまで3回ほど移転																
1879（明12）	 教育令発布　教科：読書、習字、算術、地理、歴史、修身	など																				
1884（明17）	 二階造瓦葺校舎が現在の御油保育園の位置に完成	
1886（明19）	 尋常小学御油学校(校名変更)　小学校令発布(尋常小学校)　尋常科4年　高等科4年
1888（明21）	 修学旅行開始
1897（明40）	 尋常科6年高等科2年の御油町立尋常小学校に改名
1898（明41）	 学芸会・運動会開始
1913（大		2）	 新校舎竣工
1941（昭16）	 御油町立御油国民学校に改名
1944（昭19）	 名古屋市立古渡国民学校当所へ疎開　20年に引揚
1947（昭22）	 御油町立御油小学校(校名変更)　御油小学校PTA発足
1954（昭29）	 校歌制定発表会　東海三県図書館コンクール入選第1位
1955（昭30）	 完全給食開始　
1959（昭34）	 豊川市に合併　豊川市立御油小学校に校名変更　
1969（昭44）	 新校舎（現在の場所）に移転
1970（昭45）	 プール竣工
1974（昭49）	 体育館竣工
1984（昭59）	 土俵開き　松並木・音羽川清掃始まる
1987（昭62）	 御油っ子賞制定
1990（平		2）	 プール竣工　愛知県健康優良学校特選校
1991（平		3）	 愛知県健康優良学校優秀校
1999（平11）	 南校舎増築
2004（平16）	「御油の町いきいきフェスタin松並木」に全校児童参加
2014（平26）	「松並木70周年記念事業」にソーラン節（3・4年）、合唱

(5年)参加

　宿場として栄えた御油に、明治6年11月1日、地域住民の念願でもあった学校が、現在のイチ
ビキ豊川工場付近にあった旧本陣、鈴木氏宅を借用し、第二大学区第四十五番御油小学校と
して設立された。その後、移転、改名、校舎の新・改・増築などを経て、豊川市へ合併。昭和44年、
児童増加に伴い校舎の移転新築を余儀なくされ、地域住民の行政への熱心な働きかけと自ら
の資金集めや建設予定地の開墾を経て、現在の学び舎が完成した。校区が一町で構成されて
いることもあり、地域と深く関わりながら数多くの歴史を刻んできた。

　外枠に「ユ」を5つ並べ「ごゆ」を、内
側に「小学」をアレンジし「児童がの
びのびと学ぶ姿」を表現している。豊
かな環境の中でたくましく学んでほ
しいという願いが込められている。

昭和29年当時の学芸会　　

平成6年当時　松並木フェスタin御油

大正８年当時　卒業写真

昭和45年　移転後の整備

地域の方に学ぶ会
　3年生の社会科「かわってきた人々のくらし」の中で、戦後間もない
ころ本校に通っていた角田さんと学び舎の移転当時本校に勤務され
ていた福田さんに、その当時の学校生活の様子について語っていた
だいた。
　「わたしの知らないことがたくさんわかりました。むかしは、給食
でクジラのお肉を食べていたなんていいなあと思いました」（女児）

校章の由来

明治17年当時

大正2年当時

昭和44年当時


